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業務仕様書

１ 基本事項及び目的

本委託業務は、本庁舎及び知事公舎の電力設備を安全で信頼度の高い状態に維

持するため、なおかつ、設備機器の耐久性の向上を意図した保安点検業務（以下

「業務」という。）を実施し、行政庁舎等の公共建築物としての機能を良好な状態

に維持し、公共の利益に寄与していくことを目的に業務の遂行に当たらなければ

ならない。

従って、請負者は業務の実施にあたり、庁舎等の重要性及び特殊性を充分認識し

この仕様書に示されない事項であっても、業務の性質上で当然と思われるものは実

施するものとする。

２ 保安管理体制

（１）本業務の実施にあたっては、以下の規程を遵守しなければならない。

ａ．沖縄県本庁庁舎等電気工作物保安規程（本庁舎）

ｂ．電気工作物保安規程（合同庁舎等）

（２）保安規程で規定する本庁舎、北部合同庁舎、中部合同庁舎、旭町会館、旧

県立図書館、知事公舎の電気主任技術者は、請負業者の資格者から選任する。

また、電気主任技術者との連絡・調整員は、管財課担当職員若しくは管財課が

指名した者とする。

（３）その他保安管理体制で、重要な変化が生じたときは、相互の協議事項とする。

３ 対象設備

（１）高圧受変電設備

（２）低圧配電設備等

（３）自家用発電設備（旭町会館除く）

（４）その他の設備

４ 保守点検業務の内容

保安のための保守点検業務は、定期点検と法定点検（精密点検）とし、別添点検

要領に準じて実施する。

なお、対象設備等に故障等の重大な事態が発生し、県からその旨の連絡があった

場合は、速やかに対応するものとする。

（１）定期点検

対象設備を毎月１回停電作業を伴わないで、測定器又は五感等で状況点検し

設備機器の異常状態を判断する作業。

（２）法定点検（精密点検）

対象設備を年に１回停電させ、試験器・測定器及び動作試験等並びに清掃手

入れを行い、設備機器の機能・性能の状態を判定すると共に設備機器の周辺の

環境整備を行う作業。

業務の性格上、長時間の停電を伴うことから、作業実施は通常の県庁の勤務



時間外に実施されなければならない。

（３）臨時点検等

故障等で県から要請を受けて行う点検又は状況把握のために臨時で行う点検

緊急を要する際には、連絡をして３０分以内に現場へ到着し対応すること。

５ 業務の再委託

（１）契約の主たる部分は以下のとおりとする。

契約金額の５０％を超える業務

企画判断、管理運営、指導監督、確認検査などの統轄的かつ根幹的な業務

（２）その他簡易な業務は以下のとおりとする。

資料の収集・整理

複写・印刷・製本

原稿・データ入力及び集計

６ 異常等の報告

この業務を遂行中に設備機器の異常等を発見し、軽微な調整等の措置の範囲を超

え、修理等の改善が必要であると判断されるときは、県へ状況及び改善策を合わせ

て文書で報告しなければならない。

なお、緊急を要するときは、口頭で報告して応急措置等の対策を講じる。

７ 安全の確保

業務の遂行にあたっては、関係法令の遵守に努め、事故の防止等の安全対策に万

全を期さなければならない。

８ 法定点検時の業務計画書

この業務の実施に先立ち、次の事項を記載した実施計画書を提出し、電気主任技

術者若しくは県の担当者と打ち合わせを行わなければならない。

（１） 作業の実施方法及び実施概要

（２） 作業の実施体制

（３） 作業の実施工程表

（４） 作業の種別毎の詳細（点検項目、良否判定基準、方法等）

（５） 作業員名簿

業務上の責任者（以下「業務責任者」という。）等の名簿及び資格を要

する業務にあってはその充足を示す書類（主任技術者名簿等）

（６） 仮設、養生等の計画

（７） 使用機材等一覧表

（８） その他必要な事項

※ 報告書の作成にあたっては、電気主任技術者若しくは同等以上の能力を有し、

報告事項を的確に判定できる者が作成すること。なお、明瞭で誤脱のない書類

として製本し２部提出すること。



９ 検査及び立会い確認等

受託者は、委託契約書第１８条に定める検査及び県が指定する業務の終了時等に

は県担当職員の立合いを求め確認を受ける。

ただし、県が承諾した場合には、写真、記録等により確認を受けることができる。

１０ 機材等の負担区分

この業務に必要な工具及び機材等は、原則として受託者が負担するものとする。

ただし、電力及び用水等は無償で提供する。

１１ 災害等における非常時の対応について

本庁舎において、火災、地震、津波、新型インフルエンザ等による非常事態が発

生した場合は、本業務に優先的に人員の配置及び消耗品の補充が出来るような体

制を構築すること。

１２ 必要事項の充足

本仕様書は、設備機器の保安点検の大綱を示すものであることから、仕様書に記

載されていない事項であっても常識的に必要と認められるものについては、受託者

においてこれを充足するものとする。



点検要領
本庁舎等電力設備保安点検業務

総務部管財課



＜本庁舎＞

１ 定期点検（毎月１回実施）：基本的に測定器・五感による点検

（１）受変電設備（高圧部）

ａ．屋外ケーブル等 ｂ．断路器 ｃ．高圧遮断器 ｄ．電力ヒューズ

ｅ．ＰＣＳ ｆ．開閉器類 ｇ．高圧母線 ｈ．変圧器

ｉ．計器用変成器 ｊ．避雷器 ｋ．配電盤表面 ｌ．配電盤裏面

ｍ．コンデンサー ｎ．その他

（２）受変電設備の点検内容

ａ．各部の外観目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｃ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｄ．機器温度の目視点検及び接続部の活線温度測定

ｅ．その他計器の指針状況等の必要な点検

ｆ．変圧器中性線の漏れ電流測定

（３）自家用発電機設備（ガスタービン発電機２台）

ａ．発電機・配電盤 ｂ．原動機関係 ｃ．充電器関係 ｄ．蓄電池

ｅ．その他

（４）自家用発電装置の点検内容（無負荷試運転）

ａ．各部の外観目視点検

ｂ．各電圧・電流等の指示計器の点検

ｃ．各温度計及び圧力計等の指示計器の点検

ｄ．ガバナーの点検及び潤滑油油面並びに油の劣化状況の点検

ｅ．燃料の高圧及び低圧フィルターの点検

ｆ．燃焼油用ストレーナの洗浄

ｇ．配管部からの漏れ有無及び汚損・損傷・変形の有無の点検

ｈ．端子箱及び各部ナットの緩みの有無の点検

ｉ．始動状況及び運転中の機器の状況点検

ｊ．運転中の異音及び振動等の状態点検

ｋ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｌ．その他自家用発電設備の維持管理に必要な点検

（５）負荷設備（低圧部）

ａ．低圧配電盤 ｂ．屋内幹線設備（バスダクト） ｃ．蓄電池設備

ｄ．充電装置 ｅ．低圧用変圧器 ｆ．ケーブル等 ｇ．その他

（６）負荷設備の点検内容

ａ．各部の外観目視点検

ｂ．変圧器中性線の漏れ電流の測定・結果の判定

ｃ．支持物の欠落状況の有無

ｄ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｅ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｆ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｇ．その他負荷設備の維持管理に必要な点検



２ 自家用発電装置の法定６ヶ月点検

（１）点検対象設備等（１,５００ＫＶＡ×２台）
ａ．エンクロージャ及び台床

ｂ．ガスタービンエンジン

ｃ．発電機及び始動装置

ｄ．配電盤

ｅ．始動用蓄電池設備及び充電装置

ｆ．燃料小出槽

ｇ．配管及び配線設備

ｈ．発電機室の環境及び換気装置

（２）点検項目及び内容（停止状態及び無負荷試運転で可能な点検）

定期点検に準じ次の事項を追加する

ａ．発電機関係の絶縁抵抗測定

ｂ．蓄電池各セルの電圧・電解液比重・電解液温度の測定

ｃ．過電流・過電圧及び地絡過電圧継電器試験及びシーケンス試験

３ 法定点検（年１回精密）

基本的に停電を要する点検事項を、試験器・測定器を用いて機能及び性能を

検査し、さらに、インターロック等の正常な動作状況を試験する。

また、点検実施にあたっては警察棟の法定点検と同じ日に実施し、警察棟の

受変電設備保安点検業務受託業者と連絡等を密に行い、事故が発生しないよう

にしなければならない。

（１）試験・測定及び機能点検項目

ａ．高圧回路の絶縁診断（２４回路）

ｂ．地絡方向継電器（６７）の性能試験（２０台）

ｃ．逆電力継電器（６７Ｇ）の性能試験（２台）

ｄ．過電流継電器（５１、５１Ｇ）の性能試験（２１台）

ｅ．過電圧継電器（５９、５９Ｇ）の性能試験（３台）

ｆ．地絡過電圧継電器（６４、６４Ｇ）の性能試験（４台）

ｇ．不足電圧継電器（２７、２７Ｇ）の性能試験（７台）

ｈ．真空遮断器機能試験（３４台）

（ａ）絶縁抵抗測定、開閉極不揃試験、真空度測定、接触測定

（ｂ）分解、油注入メンテナンス

上記（ａ）、（ｂ）を毎年交互に行う。本年度は（ｂ）

ｉ．高圧進相コンデンサー機能試験（４台）

ｊ．接地抵抗測定：簡易測定法（４８極）

ｋ．計器較正試験：単要素（３０個）

ｌ．計器較正試験：二要素（６個）

ｍ．漏電警報器試験（１３個）

ｎ．シーケンス（１式：１１８回路）、インターロック試験（１式：１５回

路）



ｏ．活線温度測定（１式：２４５箇所程度）

ｐ．低圧絶縁抵抗測定：分電盤二次側含む（３，３７６回路程度）

ｑ．高圧絶縁抵抗測定（２６回路）

（２）自家用発電装置の試験・測定及び機能点検項目

定期点検及び法定６ヶ月点検に準じて実施し、次の事項を追加する。

ａ．発電機関係の全ての電気回路の絶縁抵抗測定（概ね２４回路）

ｂ．現場盤・現場監視盤・中央監視盤間のシーケンス試験（３８回路）

ｃ．実負荷総合運転（約２時間程度）

発電装置の機能及び機械・機器の性能の点検及び異音の発生等の異常の

有無の点検。その他、非常用発電装置としての目的が達成出来る状態にあ

るかを総合的に点検する。

（３）その他

ａ．仮設電源の設置及び撤去：別紙に示すとおり。

ｂ．機器・盤内及び電気室内の清掃等による環境整備

ｃ．設備・機器機能及び保安管理上で必要な試験・測定



＜北部合同庁舎＞

１ 定期点検（毎月１回実施）：基本的に測定器・五感による点検

（１）受変電設備（高圧部）

ａ．屋外ケーブル等 ｂ．断路器 ｃ．真空遮断器 ｄ．電力ヒューズ

ｅ．ＰＣＳ ｆ．開閉器類 ｇ．高圧母線 ｈ．変圧器

ｉ．計器用変成器 ｊ．避雷器 ｋ．配電盤表面 ｌ．配電盤裏面

ｍ．コンデンサー ｎ．その他

（２）受変電設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｃ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｄ．機器温度の目視点検及び接続部の活線温度測定

ｅ．その他計器の指針状況等の必要な点検

（３）自家用発電設備（低圧３相２００ＫＶＡ）

ａ．発電機・配電盤 ｂ．原動機関係 ｃ．充電機関係 ｄ．蓄電池

ｅ．その他

（４）自家用発電設備の点検内容（無負荷試運転）

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．各電圧・電流等の指示計器の点検

ｃ．各温度計及び圧力計等の指示計器の点検

ｄ．ガバナーの点検及び潤滑油油面並びに油の劣化状況の点検

ｅ．燃料の高圧及び低圧フィルターの点検

ｆ．燃焼油用ストレーナの洗浄

ｇ．配管部からの漏れ有無及び汚損・損傷・変形の有無の点検

ｈ．端子箱及び各部ナットの緩みの有無の点検

ｉ．始動状況及び運転中の機器の状況点検

ｊ．運転中の異音及び振動等の状態点検

ｋ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｌ．その他自家用発電設備の維持管理に必要な点検

（５）負荷設備（低圧部）

ａ．低圧配電盤 ｂ．屋内幹線設備（バスダクト） ｃ．蓄電池設備

ｄ．充電装置 ｅ．低圧用変圧器 ｆ．ケーブル等 ｇ．その他

（６）負荷設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．変圧器中性線の漏れ電流の測定・結果の判定

ｃ．支持物の欠落状況の有無

ｄ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｅ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｆ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｇ．その他負荷設備の維持管理に必要な点検

（７）太陽光発電設備（小出力発電設備）



ａ．太陽電池及び付属装置

ｂ．蓄電池

（８）太陽光発電設備（小出力発電設備）の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変形・汚損・腐食・発錆の有無点検

ｃ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｄ．その他計器の指針状況等の必要な点検

２ 法定点検（年１回精密）

基本的に停電を要する点検事項を、試験器・測定器を用いて機能及び性能を

検査し、さらにインターロックの正常な動作状況等を点検する。

（１）試験・測定及び機能点検項目

ａ．高圧回路の絶縁診断（６回路）

ｂ．地絡方向継電器（６７）の性能試験（６台）

ｃ．過電流継電器（５１）の性能試験（６台）

ｄ．不足電圧継電器（２７）の性能試験（１台）

ｅ．計器較正試験：単要素（１５個）

ｆ．計器較正試験：二要素（１個）

ｇ．接地抵抗測定（５極）

ｈ．避雷器性能試験（１組）

ｉ．ＶＣＢ遮断器機能試験（６台）

ｊ．高圧進相コンデンサ機能試験（４台）

ｋ．シーケンス及びインターロック試験（１式）

ｌ．低圧絶縁抵抗測定(１式：分電盤二次側含む)：（１１１回路程度）

ｍ．高圧絶縁抵抗測定（６回路）

（２）その他

ａ．自家用発電機の実負荷総合運転による性能点検

ｂ．仮設電源の設置：携帯用発電機

ｃ．機器・盤内及び電気室内の清掃等による環境整備

ｄ．機器機能及び保安管理上で必要な試験・測定



＜中部合同庁舎＞

１ 定期点検（毎月１回実施）：基本的に測定器・五感による点検

（１）受変電設備（高圧部）

ａ．屋外ケーブル等 ｂ．断路器 ｃ．真空遮断器 ｄ．電力ヒューズ

ｅ．開閉器類 ｆ．高圧母線 ｇ．変圧器

ｈ．計器用変成器 i．避雷器 ｊ．配電盤表面 ｋ．配電盤裏面

ｌ．その他

（２）受変電設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｃ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｄ．機器温度の目視点検及び接続部の活線温度測定

ｅ．その他計器の指針状況等の必要な点検

（３）自家用発電設備（低圧３相１５０ＫＶＡ、１２５ＫＶＡ）

ａ．発電機・配電盤 ｂ．原動機関係 ｃ．充電機関係 ｄ．蓄電池

ｅ．その他

（４）自家用発電設備の点検内容（無負荷試運転）

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．各電圧・電流等の指示計器の点検

ｃ．各温度計及び圧力計等の指示計器の点検

ｄ．ガバナーの点検及び潤滑油油面並びに油の劣化状況の点検

ｅ．燃料の高圧及び低圧フィルターの点検

ｆ．燃焼油用ストレーナの洗浄

ｇ．配管部からの漏れ有無及び汚損・損傷・変形の有無の点検

ｈ．端子箱及び各部ナットの緩みの有無の点検

ｉ．始動状況及び運転中の機器の状況点検

ｊ．運転中の異音及び振動等の状態点検

ｋ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｌ．その他自家用発電設備の維持管理に必要な点検

（５）負荷設備（低圧部）

ａ．低圧配電盤 ｂ．屋内幹線設備（バスダクト） ｃ．蓄電池設備

ｄ．充電装置 ｅ．低圧用変圧器 ｆ．ケーブル等 ｇ．その他

（６）負荷設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．変圧器中性線の漏れ電流の測定・結果の判定

ｃ．支持物の欠落状況の有無

ｄ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｅ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｆ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｇ．その他負荷設備の維持管理に必要な点検



２ 法定点検（年１回精密）

基本的に停電を要する点検事項を、試験器・測定器を用いて機能及び性能を

検査し、さらにインターロックの正常な動作状況等を点検する。

（１）試験・測定及び機能点検項目

ａ．高圧回路の絶縁診断（６回路）

ｂ．地絡方向継電器（６７）の性能試験（５台）

ｃ．過電流継電器（５１）の性能試験（７台）

ｄ．不足電圧継電器（２７）の性能試験（１台）

ｅ．接地抵抗測定（８極）

ｆ．避雷器性能試験（１組）

ｇ．ＶＣＢ遮断器機能試験（７台）

（ａ）行政棟設置（２台）は、絶縁抵抗測定

（ｂ）保健所棟設置（５台）は、真空度測定、接触測定、絶縁測定

ｈ．シーケンス及びインターロック試験（一式）

ｉ．低圧絶縁抵抗測定（一式：分電盤二次側含む）：（５４回路程度）

ｊ．高圧絶縁抵抗測定（６回路）

（２）その他

ａ．自家用発電機の実負荷総合運転による性能点検

ｂ．仮設電源の設置：携帯用発電機

ｃ．機器・盤内及び電気室内の清掃等による環境整備

ｄ．機器機能及び保安管理上で必要な試験・測定



＜旭町会館＞

１ 定期点検（毎月１回実施）：基本的に測定器・五感による点検

（１）受変電設備（高圧部）

ａ．屋外ケーブル等 ｂ．断 路 器 ｃ．真空遮断器 ｄ．電力ヒューズ

ｅ．ＰＣＳ ｆ．開閉器類 ｇ．高圧母線 ｈ．変 圧 器

ｉ．計器用変成器 ｊ．避 雷 器 ｋ．配電盤表面 ｌ．配電盤裏面

ｍ．コンデンサー ｎ．その他

（２）受変電設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｃ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｄ．機器温度の目視点検及び接続部の活線温度測定

ｅ．その他計器の指針状況等の必要な点検

（３）負荷設備（低圧部）

ａ．低圧配電盤 ｂ．屋内幹線設備（バスダクト） ｃ．低圧用変圧器

ｄ．ケーブル等 ｅ．その他

（４）負荷設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．変圧器中性線の漏れ電流の測定・結果の判定

ｃ．支持物の欠落状況の有無

ｄ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｅ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｆ．その他負荷設備の維持管理に必要な点検

２ 法定点検（年１回精密）

基本的に停電を要する点検事項を、試験器・測定器を用いて機能及び性能を

検査し、さらに、インターロック等の正常な動作状況を試験する。

（１）試験・測定及び機能点検項目

ａ．高圧回路の絶縁診断（２回路）

ｂ．地絡方向継電器（６７）の性能試験（１台）

ｃ．接地抵抗測定：簡易測定法（３極）

ｄ．シーケンス（１式：２回路）

ｅ．低圧絶縁抵抗測定（一式：電盤二次側含む）：（２０回路程度）

ｆ．高圧絶縁抵抗測定（２回路）

（２）その他

ａ．仮設電源の設置及び撤去：携帯用発電機

ｂ．機器・盤内及び電気室内の清掃等による環境整備

ｃ．設備・機器機能及び保安管理上で必要な試験・測定



＜旧県立図書館＞

１ 定期点検（毎月１回実施）：基本的に測定器・五感による点検

（１）受変電設備（高圧部）

ａ．屋外ケーブル等 ｂ．断路器 ｃ．真空遮断器 ｄ．電力ヒューズ

ｅ．開閉器類 ｆ．高圧母線 ｇ．変圧器

ｈ．計器用変成器 i．避雷器 ｊ．配電盤表面 ｋ．配電盤裏面

ｌ．その他

（２）受変電設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｃ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｄ．機器温度の目視点検及び接続部の活線温度測定

ｅ．その他計器の指針状況等の必要な点検

（３）自家用発電設備（低圧３相１５０ＫＶＡ）

ａ．発電機・配電盤 ｂ．原動機関係 ｃ．充電機関係 ｄ．蓄電池

ｅ．その他

（４）自家用発電設備の点検内容（無負荷試運転）

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．各電圧・電流等の指示計器の点検

ｃ．各温度計及び圧力計等の指示計器の点検

ｄ．ガバナーの点検及び潤滑油油面並びに油の劣化状況の点検

ｅ．燃料の高圧及び低圧フィルターの点検

ｆ．燃焼油用ストレーナの洗浄

ｇ．配管部からの漏れ有無及び汚損・損傷・変形の有無の点検

ｈ．端子箱及び各部ナットの緩みの有無の点検

ｉ．始動状況及び運転中の機器の状況点検

ｊ．運転中の異音及び振動等の状態点検

ｋ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｌ．その他自家用発電設備の維持管理に必要な点検

（５）負荷設備（低圧部）

ａ．低圧配電盤 ｂ．屋内幹線設備（バスダクト） ｃ．蓄電池設備

ｄ．充電装置 ｅ．低圧用変圧器 ｆ．ケーブル等 ｇ．その他

（６）負荷設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．変圧器中性線の漏れ電流の測定・結果の判定

ｃ．支持物の欠落状況の有無

ｄ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｅ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｆ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｇ．その他負荷設備の維持管理に必要な点検



２ 法定点検（年１回精密）

基本的に停電を要する点検事項を、試験器・測定器を用いて機能及び性能を

検査し、さらにインターロックの正常な動作状況等を点検する。

（１）試験・測定及び機能点検項目

ａ．高圧回路の絶縁診断（２回路）

ｂ．地絡方向継電器（６７）の性能試験（１台）

ｃ．過電流継電器（５１）の性能試験（５台）

ｄ．不足電圧継電器（２７）の性能試験（１台）

ｅ．接地抵抗測定（４極）

ｆ．避雷器性能試験（１組）

ｇ．ＶＣＢ遮断器機能試験（７台）

ｈ．シーケンス及びインターロック試験（一式）

ｉ．低圧絶縁抵抗測定（一式：分電盤二次側含む）：（３６回路程度）

ｊ．高圧絶縁抵抗測定（２回路）

（２）その他

ａ．自家用発電機の実負荷総合運転による性能点検

ｂ．仮設電源の設置：携帯用発電機

ｃ．機器・盤内及び電気室内の清掃等による環境整備

ｄ．機器機能及び保安管理上で必要な試験・測定



＜知事公舎＞

１ 定期点検（毎月１回実施）：基本的に測定器・五感による点検

（１）受変電設備（高圧部）

ａ．屋外ケーブル等 ｂ．断 路 器 ｃ．真空遮断器 ｄ．電力ヒューズ

ｅ．ＰＣＳ ｆ．開閉器類 ｇ．高圧母線 ｈ．変 圧 器

ｉ．計器用変成器 ｊ．避 雷 器 ｋ．配電盤表面 ｌ．配電盤裏面

ｍ．コンデンサー ｎ．その他

（２）受変電設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｃ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｄ．機器温度の目視点検及び接続部の活線温度測定

ｅ．その他計器の指針状況等の必要な点検

（３）自家用発電設備（低圧３相６５ＫＶＡ）

ａ．発電機・配電盤 ｂ．原動機関係 ｃ．充電機関係 ｄ．蓄電池

ｅ．その他

（４）自家用発電設備の点検内容（無負荷試運転）

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．各電圧・電流等の指示計器の点検

ｃ．各温度計及び圧力計等の指示計器の点検

ｄ．ガバナーの点検及び潤滑油油面並びに油の劣化状況の点検

ｅ．燃料の高圧及び低圧フィルターの点検

ｆ．燃焼油用ストレーナの洗浄

ｇ．配管部からの漏れ有無及び汚損・損傷・変形の有無の点検

ｈ．端子箱及び各部ナットの緩みの有無の点検

ｉ．始動状況及び運転中の機器の状況点検

ｊ．運転中の異音及び振動等の状態点検

ｋ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｌ．その他自家用発電設備の維持管理に必要な点検

（５）負荷設備（低圧部）

ａ．低圧配電盤 ｂ．屋内幹線設備（バスダクト） ｃ．蓄電池設備

ｄ．充電装置 ｅ．低圧用変圧器 ｆ．ケーブル等 ｇ．その他

（６）負荷設備の点検内容

ａ．外部全般の目視点検

ｂ．変圧器中性線の漏れ電流の測定・結果の判定

ｃ．支持物の欠落状況の有無

ｄ．異音・異臭及び過熱・変色・亀裂・発錆の有無点検

ｅ．汚損・損傷及び油漏れの有無点検

ｆ．蓄電池の油面・沈殿物・極板・隔離板・端子・温度・比重の点検等

ｇ．その他負荷設備の維持管理に必要な点検



２ 法定点検（年１回精密）

基本的に停電を要する点検事項を、試験器・測定器を用いて機能及び性能を

検査し、さらに、インターロック等の正常な動作状況を試験する。

（１）試験・測定及び機能点検項目

ａ．高圧回路の絶縁診断（２回路）

ｂ．地絡方向継電器（６７）の性能試験（１台）

ｃ．過電流継電器（５１）の性能試験（１台）

ｄ．接地抵抗測定：簡易測定法（３極）

ｅ．シーケンス（１式：２回路）

ｆ．低圧絶縁抵抗測定（一式：電盤二次側含む）：（２４回路程度）

ｇ．高圧絶縁抵抗測定（２回路）

（２）その他

ａ．自家用発電機の実負荷総合運転による性能点検。

ｂ．仮設電源の設置及び撤去：携帯用発電機

ｃ．機器・盤内及び電気室内の清掃等による環境整備

ｄ．設備・機器機能及び保安管理上で必要な試験・測定


